
ク
が
必
要
な
場
合
、
指
示
に
従
っ
て
シ

ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
。

蘯
シ
ョ
ッ
ク
が
終
了
し
た
ら
、
直
ち
に
心

肺
蘇
生
法
を
２
分
間
行
う
。

盻
自
動
的
に
心
電
図
の
解
析
が
は
じ
ま
り
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
場
合
、
指
示

に
従
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
。

眈
以
後
、
蘯
盻
を
反
応
（
意
識
）
が
戻
る

ま
で
繰
り
返
す
。

今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
最
重
要
視
さ

れ
た
の
は
、「
絶
え
間
な
い
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
」
で
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
従
来

15
回
だ
っ
た
も
の
が
30
回
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
呼
吸
が
な
い
＝
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る

と
判
断
す
る
。（
循
環
の
サ
イ
ン
の
確

認
は
し
な
い
）

②
人
工
呼
吸
の
吹
き
込
み
は
、
１
回
あ
た

り
１
秒
で
吹
き
込
む

③
心
肺
蘇
生
法
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

人
工
呼
吸
を
30
対
２
で
行
う

④
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
、
１

回
行
っ
た
後
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
開
始
す
る
。

※
現
在
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
以
前
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
、そ
の
際
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
使
用
し
て
下
さ
い
。

今
回
の
改
正
は
、
以
前
の
基
準
に
従
っ

た
心
肺
蘇
生
法
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
救
命
率
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
手
順
の
簡
素
化
、

合
理
性
、
有
効
性
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

☆
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
は
、
現
在
、
消
防

本
部
に
お
け
る
普
通
救
命
講
習
、
応
急
手

当
講
習
な
ど
で
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
を
受
講
し
た
い
と

い
う
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
以
前
、
心

肺
蘇
生
法
を
受
講
さ
れ
た
方
も
、
ぜ
ひ
再

度
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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上

島

町

消

防

だ

よ

り

心
肺
蘇
生
法
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

正
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
応
急
手
当
の
方

法
の
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
行
っ
て
き
た
応
急
手
当

の
内
容
を
よ
り
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
反
応
（
意
識
）
の
確
認

「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
、
肩

を
叩
き
刺
激
を
与
え
る
。

②
助
け
を
呼
ぶ

反
応
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
「
救
急

車
を
呼
ん
で
！
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
き

て
！
」
と
叫
ぶ
。

③
気
道
の
確
保

頭
部
を
後
ろ
に
反

ら
せ
、
あ
ご
先
を
持

ち
上
げ
気
道
（
空
気

の
通
り
道
）
を
確
保

す
る
。

④
呼
吸
の
観
察

「
正
常
か
ど
う
か
」

「
普
段
ど
お
り
の
呼

吸
か
」
を
10
秒
以
内

で
確
認
す
る
。

⑤
人
工
呼
吸

反
応
が
な
く
、
正

常
な
呼
吸
が
な
け
れ

ば
、
１
回
あ
た
り
１

秒
か
け
て
、
胸
の
上

が
り
が
見
え
る
程
度

の
吹
き
込
み
を
２
回

行
う
。

⑥
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

反
応
が
な
く
、
正

常
な
呼
吸
が
な
け
れ

ば
、
心
停
止
と
み
な

し
、
心
肺
蘇
生
法
を

実
施
す
る
。
胸
骨
圧
迫
位
置
の
目
安
は
、

●
胸
の
真
ん
中

●
乳
頭
と
乳
頭
を
結
ぶ
線
の
胸
骨
上

圧
迫
の
深
さ
は
、
４
〜
５
㎝
、
１
分
間

に
１
０
０
回
の
リ
ズ
ム
で
圧
迫
す
る
。

⑦
心
肺
蘇
生
法

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
人
工
呼
吸
の
比
率

は
、
30
対
２
と
す
る

⑧
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を

使
う

盧
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
従
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
装
着
す
る
。

盪
自
動
的
に
心
電
図

の
解
析
が
は
じ
ま

り
、
電
気
シ
ョ
ッ

前　月
前　年
前年比
累　計

火災
２
０
２
５

救急
39
46
▲ 7
405

平成18年の出場件数

平成18年11月30日現在

応
急
手
当
が
変
わ
り
ま
す

『
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
』

■
主
な
変
更
点

○
お
詫
び
と
訂
正

広
報
12
月
号
、
消
防
だ
よ
り
の
野
焼

き
禁
止
の
中
で
罰
則
規
定
を
掲
載
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
４
月
に
改
正

さ
れ
、
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
３
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金

↓

正
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

●
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ

⑧ ⑦ ⑥ ⑤

④
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1月17日は「防災とボランティアの日」です！
今から12年前の平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災におい

ては、地震発生直後から、大勢のボランティアが各地から駆けつけ、救
援物資の搬出・搬入、避難所での作業補助、安否確認、炊き出し、水く
み、介護等被災地のさまざまなニーズに対応した活動を行いました。地
震発生後13か月間に活動した一般ボランティアはおよそ140万人と推計
されています（延べ人数・兵庫県調べ）。

このような災害時における各種のボランティア活動及び住民の自発
的な防災活動の重要性が広く認識されたことから、その普及啓発のた
め「防災とボランティアの日」（毎年1月17日）及び「防災とボラン
ティア週間」（毎年1月15日～21日）が創設されました。
その後、平成9年1月に発生したナホトカ号海難・流出油災害や平

成16年9月の新居浜市における土砂災害においても多数のボランティ
アが活躍しました。

【上島町総合防災訓練について】
平成18年11月19日に上島町総合防災訓練を実施する予定でしたが、悪天候のため中止となりました。
この防災訓練は、今後も継続して実施していく予定ですので、町民の皆様のご協力をよろしくお願い

いたします。 （上島町消防本部　TEL 77－3166）

上島町内の地域防災リーダー育成を目的として、各地区から次の方々が防災士研修講座を受講し、見事に
「防災士」の資格を取得されました。
防災士とは、「自助」「互助」「協働」の形を通して、社会の様々な場で災害時の減災と社会の防災力向上の
ための活動が期待され、かつ、そのために十分な意識・知識・技能を有する者として認められた人のことで
す。防災士のみなさんの今後のご活躍に期待します。

魚島地区

中村
なかむら

美智子
み ち こ

さん

岩城地区

岡野
お か の

英二
え い じ

さん

生名地区

村上
むらかみ

正祐
しょうすけ

さん

佐島地区

川上
かわかみ

正司
ま さ し

さん

弓削地区

村瀬
む ら せ

忍
しのぶ

さん

私の住む地域にお
いて、防災士として
微力ながら自助・互
助・協働を原則とし
て地域の「防災力」
向上のために尽くし
たい。

「自分の身体は自
分で守る」を徹底で
きるよう防災士研修
で学んだことを実践
し、地域の自助・互
助の力を強めていき
たい。

近い将来に発生が
予測されている南海
地震に備えるために
も自分達が暮す地域
の「防災力」向上に
携わっていきたい。

「自分の身体は自
分で守る。自分達の
町は自分達（地域）
で守る。」地区自主
防災会で自助・互
助・協働を実践して
いきたい。

「イザ」という時
は、自分（達）の力
で身体の安全を確保
する。公助を期待す
るのではなく自ら減
災の為に取組まなけ
ればならない。




